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岡山醫科大學石山外科教室(主 任石山教授)

藤 井 昌 展

[昭 和9年9月13日 受 稿]

Aus der I. Chirurgischen Klinik der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand. Prof. Dr. F. Ishiyama).

Uber den Einflusse vegetativer Nerven auf den Kohlenhydratstoffwechsel.

(II. Mitteilung.)

Uber den Einfluss des Parasympathicus auf den 

Kohlenhydratstoffwechsel.

Von

M. Fujii.

Eingegangen am 13. September 1934.

Obwohl schon viele Forscher den Einfluss des Parasympathicus auf den Kohlen-

hydratstoffwechsel untersucht haben, so sind sie bisher doch noch nicht zu einem 

einheitlichen Resultat gekommen.

Nach der Iujektion von Pilocarpin und Atropin oder nach dem in der Bauchhohle

ausgefuhrten abschneiden eines einseitigen N. vagus injizierte ich gesunden Hunden 

Traubenzucker in die Vena und Kam dabei zu folgenden Resultaten:

1) Injektion von Pilocarpin. Dabei wird die Senkung der Hyperglykamie nach

der Injektion des Traubenzuckers 60 Minuten lang ein wenig gefordert, doch zeigt der 

Blutzucker nach Verlauf dieser Zeit keine Veranderung. Das Leberglykogen vermehrt

sich gegenuber einer Kontrolle, doch erfahrt das Muskelglykogen keine quantitative

Veranderung.
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2) Injektiou von Atropin. Dabei senkt sich die nach der Injektion des Trauben-

zuckers erscheinende Hyperglykamie langsam. Das Leber- und Muskelglykogen 

vermindert sich auffallend.

3) Abschneiden eines einseitigen N. vagus. Dabei senkt sich die nach der In-

jektion des Traubenzuckers erscheinende Hyperglykamie ziemlich langsam. Das 
Leberglykogen vermiudert sich mehr als bei eiuer Kontrolle, aber das Muskelglykogen 

zeigt gegnuber einer Kontrolle keinen Unterschied. (Autoreferat.)

内 容 目 次

第1章 葡萄糖靜脉内注入後ノ過血糖,肝 臟竝ニ

筋肉糖原質量ニ及ボス副交感神經機能變

調 ノ影響

文獻的觀察

第1節 葡萄糖注入後ノ過血糖,肝 臟竝ニ筋肉

糖 原質 量ニ 及 ボ ス「ピ ロカル ピ ン」ノ影

響

第1項 葡萄糖注入後ノ過血糖ニ及ボス 「ピ

ロカ ルピ ン」 ノ影響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項 ノ概括

第2項 葡萄糖注入後ノ肝臟竝ニ筋肉糖原質

量ニ 及 ボ ス「ピロ カル ピ ン」ノ影 響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項 ノ概括

第2節 葡萄糖注入後ノ過血糖,肝 臟竝ニ筋肉

糖 原 質量ニ 及 ボ ス「ア トロピ ン」ノ影響

第1項 葡萄糖注入後ノ過血糖ニ及ボス 「ア

トロピ ン」 ノ影響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項 ノ概括

第2項 葡萄糖注入後ノ肝臟竝ニ筋肉糖原質

量 ニ及 ボ ス「ア トロピ ン」ノ影 響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項 ノ概括

第3節 1側 迷走神經切斷ノ葡萄糖注入後ノ過

血糖,肝 臟竝ニ筋肉糖原質量ニ及ボス

影響

第1項 1側 迷走神經切斷ノ葡萄糖注入後ノ

過血糖ニ及ボス影響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項ノ概括

第2項 1側 迷走神經切斷ノ葡萄糖注入後ノ

肝臟竝ニ筋肉糖原質量ニ及ボス影響

第1目 緒 言

第2目 實驗方法

第3目 實驗成績

第4目 本項 ノ概括

第2章 総括及ビ考按

第3章 結 論

主要文獻

233



2928 藤 井 昌 展

第1章 葡萄糖靜脉内注入後ノ過血糖,肝 臟竝ニ筋肉糖原質量ニ

及ボス副交感神經機能變調ノ影響

文獻的觀察

含水炭素新陳代謝ハ植物性神經ニヨリ支配

セラルルノ ミナラズ,中 樞 性ノ支配 ヲ受ケ,其

ノ調節作用 ヲ蒙ルモノナ リ.Claude Bernard

氏(1854)ノ 糖 穿刺 ニヨル糖尿 ノ出現 ハ,中 樞

ノ亢奮ガ内臟神經 ヲ傳 リテ末梢ニ傳達 セラル

ル事ニ ヨリ惹起 スルハ周知 ノ事實ナ リ.而 シ

テ末梢性ノ刺戟 トシテBlum氏(1901)ハ,

副 腎 ノ抽 出液 ノ注入ヲ行 ヒ糖尿ヲ惹起 セシメ

得 タ リ.

副交感神經 ト含水炭素新陳代謝 トノ關係ヲ見ル

ニ,Eppinger, Falta及 ビRudinger (1908)等 諸

氏ハ,「 ピロ カル ピ ン」ノ適 量 ヲ使 用 ス ル時ハ 「ア

ドレナ リン」糖 尿 ヲ阻止 シ得 ル實驗 ヨ リ,迷 走 神經

ハ 膵臟 内 分泌 ヲ促 進 ス ル モ ノナ ラン トノ假 説 ヲ報

告 セ リ.反 之Frank氏 及 ビIsaak氏(1910)ハ 「ヒ

ヨ リ ン」又 ハ「ピ ロカル ピ ン」ニ ヨ リテ モ「ア ドレナ

リン」過 血糖 ヲ低下 セ シ メ得 ズ トナ シ,膵 臟 内分 泌

ハ副 交感 神 經 ニ テ支配 セ ラ レズ ト論 ゼ リ.Claude

Bernard氏 及 ビEckhard氏 等 ハ,迷 走神 經 切斷

後 其 ノ末 梢 部 ヲ刺 戟 スル モ血糖 ニ何等 影響 ナ シ ト

述 ベ タ リ.De Corral氏(1918)ハ 犬 ニテ,肝 臟 ニ

至 ル神 經 ヲ石炭 酸 ニテ破 壊 セ ル後,迷 走 神 經 ヲ頸

部ニ テ切斷 シ,其 ノ末 梢 ヲ横隔膜 直 上 又ハ 直下 ニ

テ電 氣 的刺 戟 ヲ加 ヘ タル ニ,血 糖 ノ減少 ヲ見 タ リ

ト報 ジ,星 氏(1925)ハDe Corral氏 ニ傚 ヒ,

犬 及 ビ家 兎 ニ テ迷 走神 經 ニ電氣 的 刺戟 ヲ加 ヘ實驗

セル結果,犬 ニテ ハ血糖 量 ノ減 少 ヲ認 メ タル モ,

家 兎 ニテ ハ減少 ヲ來 サザ リキ.然 レ共 犬,家 兎 共

ニ血中 膵「ホル モ ン」ノ増 加 セ ル ヲ證 明 セ リ.同 氏

ハ 此實驗 成績 ノ結 果 ヨ リ迷 走 神經 ハ 膵 ノ内 分泌 ヲ

促 進 スル ト稱 セ リ.Eiger氏 ハ龜 ノ肝 臟 ヲ葡萄 糖

ニ ヨ リ灌 流 ヲナ シナ ガラ肝臟 ニ至 ル迷 走神 經 ノ1

枝 ヲ電 氣 的 ニ刺戟 ヲ行 フ時 ハ,該 葉 ハ 他葉 ニ比 シ

多 量 ノ糖 原 質 ヲ含 有 セル事 ヲ發見 シ,之 ニ據 リテ

迷 走神 經 ハ肝臟 ニ於 テ糖 原質 ノ糖 化 作用 ヲ抑制 シ

且糖 原 質 ノ生 成 ヲ促進 スル モ ノナ リ ト報告 セ リ.

Macleod氏(1923)ハ 犬,猫 及 ビ家兎 ニ於 テ,右 側

迷 走神經 ヲ心臟 枝 ノ分 岐 部 ヨ リ下 部 ニテ電 氣的 刺

戟 ヲナス時 ハ,血 糖 ノ減少 ヲ來 ス事 ニ據 リ,右 側

迷 走 神經 ハ 膵 ノ内 分 泌促進 ヲ ナス モ ノナ ラ ン ト云

ヘ リ.

以 上 諸 説 ニ 反 シF.G. Banting and S. Gairns

(1924)氏 等 ハ犬 ニ テ膵臟 ニ至 ル總 テ ノ神經 切 除後

ニ於 テ糖 「トレラ ンツ」ニ變 化 無 キ結 果 ヨ リ「イ ン

シ ユ リ ン」分 泌 ハ必 ズシ モ神 經 作用 ヲ必要 トセザ

ル ヲ述 ベ.F.M. Allen氏 ハ犬 及 ビ猫 ヲ實 驗動 物

トシテ用 ヒ,膵 臟 ノ部 分的剔 出 ヲナ シ糖 尿 ヲ見 ザ

ル モ ノニ更 ニ膵臟 ニ至 ル神 經 ヲ切斷 スル モ,尚 ホ

糖 新陳 代謝 ニ異常 ナキ ヲ報 ジ,Clark氏(1926)ハ

迷 走神 經 切斷 ヲナ スモ,糖 「トレ ラン ツ」ハ 減退 セ

ズ却 テ數週 間 ハ増 強 ス ト述 ベ タ リ.久 本 氏(1928)

ハ 家兎 ニテ迷 走神 經及 ビ交 感神 經 ヲ同時 ニ切 斷 ナ

シ,「 ア ドレナ リン」或 ハ「イ ン シユ リ ン」注射 ヲナ

ス時ハ,内 臟神 經 ノ切 斷 ト同 樣 ナル成 績 ヲ得,之

ニ關 シ同氏 ハ迷 走神 經 ヲ切斷 ス ル モ完 全 ナ ル迷 走

神 經 作用 ノ消失 ヲ來 ス事能 ハザ ルニ依 ルカ,或 ハ

他 ノ複雜 ナ ル作 用 ガ血糖 調 節 ニ及 ブ モ ノニ ア ラザ

ル カ ト云 ヘ リ.一 色 氏(1729)ハ 犬 ニ テ太陽 神 經叢

ヨ リ膵 臟 ニ至 ル神 經 ヲ切 除 シタ ル後 糖 注 入 ヲ行 フ

時 ハ,血 糖 曲 線幾 分上 昇 ヲ來 スモ,迷 走神 經 ヲ横

隔膜 直 下噴 門 部 ニテ 切斷 ヲナ シ タル後糖 注入 ヲ行

フモ,血 糖 曲線 ハ變 化 ヲ來サ ズ ト報告 セ リ.
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以上文獻ニ就テ觀ルニ迷走神經腹腔内切斷

ノ糖代謝 ニ及 ボス影響 ニ就 テハ,未 ダ其 ノ實

驗成績 ノ一致 ヲ見 ズ.

余 ハ正常犬ニ「ピロカルピン」及 ビ「ア トロ

ピン」ノ注射或ハ迷走神經腹腔内切斷後葡萄

糖ノ血管内注入ヲナシ,糖 代謝ニ就テ檢索ヲ

行 ヒタリ.

第1節 葡萄糖靜脉内注入後ノ過血

糖,肝 臟竝ニ筋肉糖原質量

ニ及 ボス「ピロカルピン」ノ

影響

第1項 葡萄糖注入後ノ過血糖ニ及

ボ ス「ピ ロ カ ル ピ ン」ノ影 響

第1目 緒 言

「ピ ロカル ピ ン」 ノ少 量 ハ齋藤 氏,瀬 尾 氏 及 ビ

Mc Guigan氏 等 ニ據 レバ正 常血糖 ニ變 化 ヲ來 ス

ト報 ゼ リ.前 坊 氏(1921),木 下氏(1926)等 ハ家

兎 ニ「ピ ロカル ピ ン」ノ注射 ヲナ ス時ハ,血 糖 ノ増

加 ヲ來 ス ト稱 シ,Doyon氏,Kareff et Fenester

氏 等 ハ家 兎門 脉 内 ニ「ピ ロカル ピ ン」ノ注 入 ヲ行 ヒ

過 血糖 ノ出現 スル ヲ報 ジ,Borstein u. Vogel氏

等 モ同 樣 ノ成績 ヲ得 タ リ.Morat氏(1883)ハ 犬

ニ「ピ ロカル ピン」ヲ皮 下或 ハ腹腔 内 ニ注入 ヲ行 フ

時ハ,血 糖 ノ増加 ヲ來 シ,「 ア トロピ ン」ニ ヨ リ其

ノ過 血糖 抑 制 セ ラ ルル ヲ述 ベ タ リ.

以 上 ノ如 ク,副 交 感神 經興 奮 藥 タル「ピ ロカル ピ

ン」 ノ血糖 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 キ記述 セル文 獻少 シ

トセズ.然 レ ドモ「ピ ロカ ル ピ ン」ニテ 副交 感神 經

ノ刺戟 後 ニ於 ケル葡萄 糖 注 入 ニ依 ル過 血糖 ノ消長

或 ハ肝 臟竝 ニ筋 肉 糖 原 ニ關 スル文獻 アル ヲ知 ラズ

余 ハ 正常 犬ニ 「ピ ロカ ルピ ン」ノ注 入 ヲ行 ヒ正常

血糖 ニ及 ボ ス影 響 竝 ニ「ピ ロカル ピ ン」及 ビ葡萄 糖

注 入後 ノ過 血糖 ノ消 長 ニ關 シ次 ノ檢 索 ヲ行 ヒ タ リ.

第2目 實驗方法

血糖測定ハ第1報 第2章 第1節 第2項 ニ敍述セ

ル ト同樣 ナ ル方 法 ヲ用 ヒ タ リ.正 常 犬 ニ鹽酸 「ピ

ロカル ピ ン」對kg 0.3mg, 0.5mg及 ビ1.0mgノ

皮 下注 射 ヲナ シ,「 ピ ロカル ピ ン」ノ正 常血糖 ニ及

ボ ス影響 ニ就 テ檢 セ リ.鹽 酸「ピ ロカル ピ ン」對kg

1.0mgニ テハ嘔 吐,水 樣下痢 頻 發 シ,時 ニ血液 下

痢便 ノ排 泄 ヲ見 ル事往 々 ア リ.故 ニ余 ハ副作 用 少

ナ クシテ 尚 ホ且藥 物作 用 ヲ現 ス量,即 チ鹽 酸 「ピ

ロカ ルピ ン」對kg 0.3mg, 0.5mgノ 注 射 ヲナ シ後

15分 ニ葡 萄糖 ノ注入 ヲ行 ヒ時間 的 ニ採 血 ヲ ナ シ,

血糖 量 ノ測定 ヲ施行 セ リ.鹽 酸 「ピ ロカル ピ ン」ハ

蒸 餾 水 ニテ0.1%溶 液 トナ シ使 用 セ リ.

第3目 實驗成績

A. 「ピロカルピン」ノ正常血糖 ニ及 ボス

影響

第1表
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鹽酸「ピロカルピン」對kg 0.3mg皮 下注射

「ピロカル ピン」注射後15分 ニ テハ各例共

注射前 ノ血糖量ニ比 シ大差 ナシ.30分 ニテハ

血糖量 ノ増加 ヲ來 ス.「 ピロカル ピン」注射 ニ

ヨリ起 ル最高血糖 ハ第1例 ハ60分 ニ シテ 注

射前 ニ比 シ0.011%増 加,第2例 ハ120分 ニ

現 レ注射前 ニ比 シ0.011%増 加,第3例 ハ90

分 ニ シテ注射前 ニ比 シ0.013%増 加 ヲ來 ス.

鹽 酸「ピロカル ピン」對kg 0.5mg皮 下 注射

「ピロカルピン」注射後15分 ニ第6例,第

7例 共 ニ血糖 ノ増加 ヲ來 シ,「 ピロカルピン」

注射 ニ依 リ起 ル血糖量 ノ最高増加ハ第5例 ハ

60分 ニ現 レ注射前 ニ比 シ0.016%増 加,第6

例 ハ30分 ニ シテ注射前ニ比 シ0.019%増 加,

第7例 ハ 既ニ15分 ニ シテ來 リ注射前 ニ比 シ

0.015%増 加 ヲ來ス.

鹽 酸「ピロカル ピン」對kg 1.0mg, 2.0mg

皮 下 注射

第8例,第9例 及 ビ第10例 共注射後15分

ニ血糖量 ノ壇加ヲ來 シ,第8例,第10例 ハ注

射後30分 ニ,第9例 ハ注射後60分 ニ最高血

糖量 ヲ示 シ,注 射前 ニ比 シ第8例 ハ0.024%

増 加,第9例 ハ0.021%増 加,第10例 ハ0.066

%ノ 増 加 ヲ示 ス.

以 上鹽酸 「ピロカルピン」對kg 0.3mg,

0.5mg, 1.0mgヲ 注射 セル各例 ノ注射前後ノ

血糖量ヲ平均 ス レバ次 ノ如 シ.

P. ハ 「ピ ロ カ ル ピ ン」 ノ 略
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B. 「ピロカル ピン」ノ葡萄糖注入後 ノ過

血糖 ニ及 ボス影響

鹽酸 「ピロカル ピン」對kg 0.3mg注 射

第1例 「ピロカル ピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注射

セル時 ハ,葡 萄糖 ノ ミ注射 セル時ニ比 シ,糖

注入後10分,20分,30分,45分 ニテ過血糖低

下促進ヲ認 ムルモ,60分 以後 ニテハ大差ナ シ.

第2表

第2例 「ピロカル ピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注入

セル時ハ,葡 萄糖 ノミ注射セル時 ニ比 シ,30

分 迄 ハ過血糖 ノ低下抑制 スルモ,其 ノ以後 ニ

テハ血糖量ノ輕減 ヲ示 ス.

第3例 「ピロカル ピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注射

セル時ハ,葡 萄糖 ノミ注入 セル時ニ比 シ,注

射後10分 ニ テハ差無ク20分,30分 ニテハ前

者稍 々低下促進 セル感 アルモ,45分 以後 ノ血

糖量 ハ大差無 シ.

鹽酸 「ピロカル ピン」對kg 0.5mg注 射

第4例 「ピロカルピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注入

セル時ハ,葡 萄糖 ノ ミ注入セル時 ニ比 シ,45

分 迄 過血糖低下促進 ヲ來 シ,其 ノ以後 ニテモ

尚 ホ血糖量 ノ輕度ナル減少ヲ示 ス.

第5例 「ピロカルピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注入

セル時 ハ,30分 迄 ハ輕度 ナル過血糖低下促進

ヲ認ムルモ,45分 乃 至90分 ニテハ血糖量ハ葡

萄糖 ノミ注射 セルモノ ヨリ稍 々増加 ヲ來 ス.
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第6例 「ピロカル ピン」及 ビ葡萄糖 ヲ注射

セル時 ハ,葡 萄糖 ノミ注入セル時ニ比 シ,30

分 迄 ハ過血糖 ノ低下促進ヲナ シ其 ノ後ハ血糖

ニ大差無 シ.

以 上各例 ニ於 ケル「ピロカル ピン」及 ビ葡萄

糖注入前後 ノ血糖量 ヲ平均 ス レバ次 ノ如 シ.

第4目 本項ノ概括

以上實驗 ヲ概括 スレバ次 ノ如 シ.

1) Morat氏,Doyon氏,Kareff氏,Fe-

nester氏,前 坊 氏及 ビ木下氏 ノ報告 セル如 ク,

鹽 酸 「ピロカルピン」對kg 0.3mg, 0.5mg,

1.0mgノ 皮 下注射 ヲ行 フ時ハ正 常血 糖 ノ増

加 ヲ認ム.

2) 鹽 酸 「ピ ロ カ ル ピ ン」對kg 0.3mg或 ハ

0.5mgニ テ副 交 感神 經 ニ刺 戟 ヲ加ヘタル後

葡萄糖 ノ注入 ヲナス時ハ,葡 萄糖 ノミ注 入セ

ル時ニ比 シ,糖 注入後60分 間 ハ過血糖 ノ低 下

ヲ稍 々促進 スルモ,時 ニ輕度 ナル低下抑制 ヲ

見ル事 アリ.60分 以 後 ニテハ血糖 ニ殆 ド差異

ヲ認 メズ.
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第2項 葡萄糖注入後ノ肝臟竝ニ筋

肉糖原質量ニ及 ボス 「ピロ

カル ピン」 ノ影響

第1目 緒 言

余 ハ前項 ニ於 テ「ピ ロカル ピ ン」ニテ前 處 置 ナ シ

タル後葡萄糖ノ注入ヲ行フ時ハ,糖注入後60分 迄

ハ輕度ナル過血糖 ノ低下ヲ促進スルモ,60分 後 ニ

テハ葡萄糖ノミ注入セル時 ト血糖量殆 ド差異ナキ

成績ヲ得タリ.然 ラバ「ピロカルピン」注射ハ葡萄

糖注入ニ依 リ蓄留サルベキ肝臟竝ニ筋肉糖原質ニ

如何ナル影響ヲ及ボスヤヲ檢センガ爲次ノ實驗ヲ

行 ヒ タ リ.

第2目 實驗方法

犬飼養法,檢 査方法及ビ糖原質測定法ハ第1報

第3章 第2節 第2項 ト同 樣 ナ リ.正 常 犬 ヲ固 定 シ

開腹,肝 臟 及 ビ筋 肉小 片 ヲ切 除 ナ シ,皮 膚 縫合 後,

鹽酸 「ピ ロカル ピ ン」對kg 0.3mg, 0.5mgノ 皮下

注射 ヲナ シ,15分 後葡萄 糖 ノ注入 ヲ行 ヒ,其 ノ後

90分 ニテ再 ビ肝臟 竝 ニ筋 肉小 片切 除 ヲナ シ,夫 等

材 料 ニ就 キ糖 原質 ノ量的 測定 ヲ行 ヒ タ リ.

第3目 實驗成績

第3表
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「ピロカルピン」及 ビ葡萄糖注入前後ニ 於 ケ

ル糖原質含有率差 ハ肝臟糖原ハ,平 均0.410%

(増 加)ト ナ リ,之 ヲ葡萄糖 ノ ミ注入セル時 ノ

肝臟糖原平均0.316%(増 加)ニ 比 シ増量 ヲ認

ム.筋 肉糖原質ハ平均0.182%(減 少)ト ナ

リ,之 ヲ葡萄糖 ノ ミ注入セル時 ノ筋肉糖原質

量0.189%ニ 比 ス レバ大差 ヲ認 メズ.

第4目 本項 ノ概括

以上 ノ實驗成績 ヲ概括 ス レバ次 ノ如 シ.

副 交感神經刺戟作用 ヲ有スル鹽酸 「ピロカ

ル ピン」對kg 0.3mg, 0.5mgノ 皮下注射後

葡萄糖 ノ注入ヲナス時 ハ,肝 臟糖原質 ハ對照

ニ比 シ増量スルモ,筋 肉糖原質 ハ對照ニ 比 シ

増減 ヲ認 メズ.

第2節 葡萄糖靜脉内注入後ノ過血糖,

肝臟竝ニ 筋肉糖原質量ニ 及 ボ

ス「ア トロピン」ノ影響

第1項 葡萄糖靜脉内注入後 ノ過血糖

ニ 及 ボ ス「ア トロ ピ ン」ノ影 響

第1目 緒 言

Eppinger氏,Falta氏,Rudinger氏 等ニ 依 リ

膵臟 内分 泌 ハ副 交 感神 經ニ 依 リテ促 進的ニ 支配 セ

ラル ル モ ノナ ラ ン ト假 想 セ ラ レ,De Corrall氏

(1918)ハ 犬ニ 就 テ ノ實 驗 ニ ヨ リ之 ヲ證明 スル ニ至

レ リ.

副交感神經末梢麻痺作用ヲ有スル「アトロピン」

ト血糖ニ 關 スル文獻 ヲ渉獵 スル ニ,Morat氏(1896)

ノ犬ニ 於 ケル實 驗ニ 依 レバ,「 ア トロピ ン」ハ正常

血糖 ヲ減少 セ シムル モ ノナ リ ト述 ベ,Cavazani u.

Saldaini氏,Forscheiner氏 等 モ之 ト同 樣 ノ成績

ヲ得 タ リ.反 之Macleod氏(1908), Mc Guigan

氏(1916), Borstein u. Vogel氏(1921)等 ハ,「ア

トロピ ン」 ハ正 常 血糖 ニ對 シ何 等認 メ得 ベ キ影響

ヲ呈 セズ トナ シ,Pitini氏(1909)ハ,「 ア トロピ

ン」 ノ大 量 ハ血糖 量 ノ増 加 ヲ來 ス ト報 ゼ リ.本 邦

ニ於 テハ前 坊 氏(1921),齋 藤 氏(1921)等 ハ少 量

ノ「ア トロピ ン」ハ 血糖 ニハ何 等 ノ影 響 ナ キモ,コ

ノ大量 ハ 血糖 ヲ増 加 セ シム ト述 ベ.瀬 尾 氏(1926)

ハ家 兎ニ 硫 酸 「ア トロピ ン」對kg 0.5mg-2 .0mg

ヲ皮 下ニ 注 射 ス ルモ,血 糖 ニ ハ何 等影 響無 ク,對

kg 3.0mgニ テ血 糖 ノ増加 ヲ認 メタ リ.以 上 ノ如

ク「ア トロ ピ ン」ノ正常 血糖ニ 及 ボ ス影 響ニ 就 テ ハ

多 數 ノ實驗 報 告 ア ルモ,「 ア トロ ピ ン」ニ依 ル副交

感神 經 麻痺 後ニ 於 ケル 葡萄 糖 注 入後 ノ過 血 糖 ノ消

長 竝ニ 肝臟 及 ビ筋 肉糖 原ニ 關 スル文 献 ア ル ヲ知 ラ

ズ.

余 ハ 「ア トロ ピ ン」ノ注 射後 葡萄 糖 ノ注 入 ヲ行 ヒ

240



植物性神經ノ含水炭素新陳代謝ニ及ボス影響ニ就テ(第2報) 2935

副交感神經麻痺 後ノ糖代謝ニ就テ檢索ヲ行ヒタ

リ.

第2目 實驗方法

第1報 第2章 第1節 第2項 ニテ記載セルト同樣

ナル方 法 ニテ,先 ヅ正 常犬ニ 硫 酸「ア トロピ ン」對

kg 0.5mg, 1.0mg, 1.5mg, 3.0mg, 5.0mgノ 皮

下注 射 ヲナ シ,正 常 血糖ニ 及 ボ ス影響ニ 就 テ檢 セ

リ.前 述 セル如 ク,豫 メ各犬 固有 ノ葡 萄 糖 注入後

ノ血糖 曲 線 ヲ定 メ,其 ノ後3日 乃至5日 ニシテ,

硫 酸 「ア トロ ピ ン」對kg 1.5mg, 3.0mg, 5.0mg

ノ皮 下注射 ヲナ シ,副 交 感神 輕 末 梢 ノ麻 痺 ヲ行 ヒ,

其 ノ後15分 ニ シテ 糖 注入 ヲナ シ 血糖 ノ時 間 的測

定 ヲ行 ヒ,葡 萄糖 注 入後 ノ各犬 固有 ノ血糖 曲線 ト

比 較 セ リ.硫 酸「ア トロピ ン」ハ使用 時 蒸餾 水 ニテ

1%ノ 水 溶液 トナ シ使用 セ リ.

第3目 實驗成績

A. 「ア トロピン」ノ正常血糖ニ 及 ボス影

響

第4表

硫酸「ア トロピン」對kg 0.5mg皮 下 注射

「ア トロピン」注射後第1例 ハ,15分 ニ シテ

輕度 ノ血糖上昇 ヲ來 スモ,第2例 ハ注射前 ト

差無 シ,30分 後 第1例 ハ注射前ニ比 シ0.007%

第2例 ハ0.009%ノ 増 量 ヲ示 ス.

硫 酸「ア トロピン」對kg 1.0mg皮 下 注射

第3例,第4例 共ニ 「ア トロピン」注射後15

分 ニテ輕度ナル血糖上昇 ヲ來 シ,其 ノ持續3

時 間ニ 及 ブ,第3例,第4例 共ニ60分 後 最

高血糖 ヲ示 ス.

硫 酸「ア トロピン」對kg 1.5mg皮 下 注射

「ア トロピン」注射後15分 ニ テ第6例 ハ血

糖上昇 ヲ認 ムルモ,第5例,第7例 及 ビ第8例

ニテハ血糖上昇 ヲ認 メズ.「 ア トロピン」注射

後30分 ニテハ各例共血糖 ノ上昇 ヲ認メ,過 血

糖 ハ3時 間ニ至 ルモ低下 セズ.最 高血糖第5例

ハ90分 後ニ 現 レ注射前血糖ニ 比 シ0.026%ノ

増 加 ヲ示 シ,第6例 ハ60分ニ 最高血糖 ヲ來 シ
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注射前 ニ比 シ0.021%ノ 増 加,第7例 最高血糖

ハ90分 後 ニテ注射前 ニ比 シ0.052%ノ 増 加,

第8例 ハ90分 後 ニテ0.019%ノ 増 加 ヲ來 ス.

硫 酸「ア トロピン」對kg 3.0mg皮 下 注射

第9例,第10例 ハ 「ア トロピン」注射後15

分 ニ血糖 ノ上昇 ヲ來 ス.各 例共3時 間ニテハ

尚 ホ血糖 ノ低下 ヲ見ズ.第9例,第11例 ハ最

高血糖90分 後,第10例 ハ120分 後 ニ來ル最

高血糖 ハ注射前血糖ニ比 シ第9例 ハ0.034%,

第10例 ハ0.040%,第11例 ハ0.032%ノ 増加

ヲ來 ス.

硫 酸「ア トロピン」對kg 5.0mg皮 下 注射

第12例,第13例 共 ニ「ア トロ ピン」注射後

15分 血糖上昇 ヲ認 メ,第12例 ハ150分 後 最

高血糖 ヲ示 シ注射前ニ比 シ0.051%ノ 増 加,

第13例 ハ30分 後 最高血糖 ヲ示 シ注射前 ニ比

シ0.032%ノ 増 加 ヲ示 ス.以 上硫酸「ア トロピ

ン」對kg 0.5mg注 射 ノ第1例,第2例,對kg

1.0mg注 射 ノ第3例,第4例,對gk 1.5mg

注射 ノ第5例,第6例,第7例,第8例,對

kg 3.0mg注 射 ノ第9例,第10例,第11例,

對kg 5.0mg注 射 ノ第12例,第13例,各 例

「ア トロピン」注射前 後ノ血糖量平均 スレバ次

表 ノ如 シ.
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表示 スルガ如 ク血糖量 ノ増 加ハ凡 ソ 「ア ト

ロピン」量ニ正比例 スルヲ認 ム.

B. 「ア トロピン」ノ葡萄糖注入後 ノ過血

糖 ニ及 ボス影響

硫酸「ア トロピン」對kg 1.5mg注 射

糖注入後10分,20分 ニ テハ第1例,第2例

ハ糖注入時 ト差異無 ク,第3例 ハ過血糖低下

ヲ抑制 スルヲ認 ム.糖 注入後出現スル寡血糖

ハ,第1例 ニテハ葡萄糖 ノ ミノ注入時 ト同樣

45分 ニ テ現 レ60分 ニ及 ブ,第2例 ニテハ寡

血糖 ヲ現 サザ レドモ45分 ニテ 一時血糖 ノ降

下 ヲ示 ス.第3例 ハ葡萄糖 ノミ注入 セル時 ハ

30分 ニ來ル寡血糖 ハ,45分 ニ現 レ60分 ニ及

ブ.各例共90分 後 ニテハ葡萄糖 ノ ミ注入セル

モノニ比 シ多少血糖 ノ上昇 セルヲ認 ム.

第5表
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硫酸「ア トロピン」對kg 3.0mg注 射

糖注入後10分 ニ テハ,第4例,第5例,第

6例 共ニ血糖ニ大差無 シ.20分 ニ テ第4例,

第6例 ハ差異ナキモ,第5例 ハ過血糖 ノ低下

稍 々抑制 セラルルヲ認 ム.糖 注入後 ノ寡血糖

ハ,第4例,第5例,第6例 ノ總 テニ於テ認

メズ.第6例 ハ45分 ニ最低血糖0.090%(「 ア

トロピン」及 ビ葡萄糖注入前0.081%)ヲ 示 シ,

其 ノ後再 ビ血糖 ノ上昇 ヲ來 ス.第4例 ハ150

分 ニ最低血糖0.103%,第5例 ハ150分 ニ最低

血糖0.125%ヲ 示 ス.

硫 酸「ア トロピン」對kg 5.0mg注 射

第8例 ハ糖注入後10分 ニ テハ 血糖ニ差異

ヲ認 メデルモ,第7例 ハ過血糖 ノ低下抑制 ヲ

認 ム.20分 ニ テハ第7例,第8例,共 ニ葡萄

糖 ノ ミ注入時 ニ比 シ血糖 ノ上昇 ヲ來 ス.第7

例 ハ糖 ノ ミ注入セル時 ハ寡血糖 ハ120分 ニ來

ル モ,「 ア トロピン」及 ビ葡萄糖 注入時 ニハ寡

血糖 ヲ認 メザルモ120分 ニ最低血糖 ヲ示 ス.

第8例 葡萄糖 ノ ミ注入スル時寡血糖 ノ出現 ス

ル45分 ニテハ最低血糖 ヲ示 ス.第7例,第8

例共 ニ葡萄糖 ノ ミ注 入セル時ニ比 シ著明ナル

血糖 ノ上昇 ヲ認 ム.

以 上各例 ノ「ア トロピン」竝 ニ葡萄糖注入前

後 ノ血糖量 ヲ平均 スレバ次 ノ如 シ.
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即 チ硫酸 「ア トロピン」對kg

1.5mgニ テハ,葡 萄糖 ノ ミ注入 セ

シ時 ニ比 シ,過 血糖 ノ低下 ヲ抑制

スル事輕度 ニシテ,硫 酸 「ア トロ

ピン」對kg 3.0mgニ テ ハ,過 血糖

低 下抑制著明ナ リ.硫 酸 「ア トロ

ピン」對kg 5.0mgニ テハ,顯 著ナ

ル過血糖 ノ低下抑制 ヲ認 ム.寡 血

糖 ハ出現 セズ ト雖 モ硫酸 「ア トロ

ピン」對kg 1.5mgニ テ ハ45分,

對kg 3.0mgニ テ ハ150分,對kg

5.0mgニ テ ハ120分 ニ最低血糖

量 ヲ示 ス.

第4目 本項ノ概括

以上 ノ實驗成績 ヨリ本項 ヲ概括

スレバ次 ノ如 シ.

1) 硫 酸 「ア トロピン」對kg

0.5mg, 1.0mgノ 藥 物量ニテハ正

常血糖 ノ増加 ヲ來 スモ輕度 ナ リ.

對kg 1.5mgニ テハ正常血糖 ノ増

加0.022%(4例 平 均),3.0mgニ

テ ハ0.035%(3例 平 均),5.0mg

ニテ ハ0.041%(2例 平 均)増 加 ヲ

來 ス.血 糖 ハ「ア トロピン」注射後

30分 乃 至2時 間 ニテ最高増加ヲ示

ス.即 チ少量 ノ「ア トロピン」ハ正

常血糖 ニ大ナル影響 ヲ及 ボサザル

モ,之 ガ大量 ハ血糖 ノ著明ナル増

加 ヲ來 ス.

2) 「ア トロピン」ノ皮下注射 ニ

テ副交感神經 ノ麻痺 ヲ行 ヒタル後

葡萄糖 ノ注入ラナス時,硫 酸「ア ト
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ロピン」對kg 1.5mgニ テ ハ 過血糖低下抑制

ハ輕度ニ シテ尚 ホ寡血糖 ヲ來 ス事 アルモ,硫

酸「ア トロピン」對kg 3.0mg, 5.0mgニ テハ

過血糖 ノ低下 明カニ抑制セラ レ且寡血糖 出現

セズ.

第2項 「ア トロピン」ノ葡萄糖注入

後ノ肝臟竝ニ筋肉糖原質量

ニ及ボス影響

第1目 緒 言

余 ハ前 項 ニテ硫 酸「ア トロピ ン」對kg 1.5mg乃

至5.0mgノ 注 射 ヲナ ス時ハ,葡 萄 糖 注 入後 ノ過 血

糖 ノ低 下 ヲ抑制 スル ヲ知 レ リ.然 ラバ更 ニ一 歩進

ンデ「アトロピン」ガ肝臟竝ニ筋肉糖原質蓄積 ニ及

ボス影響ヲ檢索センガ爲次 ノ實驗ヲ行ヒタリ.

第2目 實驗方法

第1報 第2節 第3項 ニテ記載セル ト同樣ナル方

法 ニテ40時 間 内外 ノ飢餓 ヲ ナ シタ ル正常 犬 ヲ固

定 シ,開 腹 ヲ行 ヒ肝 臟 竝 ニ筋 肉小 片 ノ切 除 ヲナ シ,

硫酸 「ア トロ ピ ン」對kg 1.5mg, 3.0mg, 5.0mg

ノ皮下 注射 ヲナ セ リ.其 ノ後15分 ニ葡萄 糖 注 入 ヲ

行 ヒ,90分 後 再 ビ開腹 シ肝 臟 竝 ニ筋 肉 小片 切 除 ヲ

ナ シ,夫 等 材 料 ニ就 キ糖 原質 ノ量的 測 定 ヲ行 ヒタ

リ.

第3目 實驗成績

第6表
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硫酸「ア トロピン」對kg 1.5mg注 射

「ア トロピン」及 ビ葡萄糖注入前後 ニ於 ケル

糖原質含有率差 ハ肝臟平均0.323%(増 加)ヲ

示 シ,對 照試驗 ノ0.316%(増 加)ニ 比ス レバ

大差 ヲ認 メザルモ,筋 肉糖原 ハ平均0.390(減

少)ニ シテ對照試驗 ノ筋肉糖原0.189%(減 少)

ニ比 シ減量 ノ程度大ナルヲ認 ム.

硫 酸「ア トロピン」對kg 3.0mg, 5.0mg注

射

「ア トロピン」及 ビ葡 萄 糖注 入前後 ノ糖原

質含有率差ハ,肝 臟,硫 酸「ア トロピン」對kg

3.0mgニ テハ平均0.042%(増 加)ト ナ リ,

硫 酸 「ア トロピン」對kg 5.0mgニ テハ平均

0.280%(減 少)ナ リ.即 チ「ア トロピン」對kg

3.0mg, 5.0mgノ 藥 用量ニテハ對照 ニ比 シ肝

臟糖原 ハ著明ナル減少 ヲ示 ス.筋 肉糖原質含

有率差 ハ硫酸「ア トロピン」對kg 3.0mgニ テ

ハ平均0.490%減 少,硫 酸「ア トロピン」對kg

5.0mgニ テ ハ平均0.596%(減 少)ト ナ リ對照

ニ比 シ共 ニ顯著ナル減少ヲ來 ス.
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第4目 本項 ノ概括

以上 ノ實驗成績 ヲ概括ス レバ次 ノ如 シ.

硫 酸「ア トロピン」對kg 1.5mgニ テ前 處置

セル後葡萄糖 ノ注入ヲ行 フ時 ハ,肝 臟糖原質

含有量 ハ對照(葡 萄糖 ノミ注入セルモノ)ニ

比 シ大差 ヲ認 メザルモ筋肉糖原質 ハ減 少ノ程

度大ナ リ.硫 酸 「ア トロ ピン」對kg 3.0mg,

5.0mgノ 皮下注射後葡萄糖 ノ注入ヲナス時ハ

肝臟竝ニ筋肉糖原質量ハ著明ナル減少ヲ認ム.

第3節 1側 迷走神經切斷ノ葡萄糖

注入後ノ過血糖,肝 臟竝ニ

筋肉糖原質量ニ及ボス影響

第1項 1側迷走神經切斷ノ葡萄糖

注入後 ノ過血糖ニ及ボス影

響

第1目 緒 言

迷走神經 ト血糖 トノ關係ニ就テハ諸家ノ意見歸

一 セ ズ,迷 走神 經切 斷後 末 梢 斷端 ノ電 氣 的刺 戟 ヲ

ナ ス時 ハ,De Corral氏,Macleod氏 等 ハ 血糖 ノ

減少 ヲ認 メ,星 氏 ハ血 中膵 「ホル モ ン」ノ増加 セル

ヲ證 明 セ リ.反 之Claude Bernard氏,Eckhard氏

ハ同 樣 ノ實驗 ニ於 テ 血糖 ニ影 響 ナ シ ト述 ベ タ リ.

Allen氏 ハ 膵臟 ニ至 ル神 經 ヲ悉 ク切 斷 スル モ糖代

謝 ニ變 化 ヲ認 メズ.Clark氏 ハ迷 走 神經 ノ切斷 ヲ

行 フモ糖「トレ ラン ツ」ニ影響 無 シ トシ,一 色氏 ハ
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迷走神經腹腔内ニテ切斷後3日 乃至5日 ニ糖負荷

ヲナス時,血 糖量ハ切斷前ニ比シ差異ナシト報告

セリ.即 チ文獻ニ就テ之ヲ見ルニ大勢ハ迷走神經

切斷ノ糖代謝ニ及ボス影響ヲ否定セントスルガ如

シ.此 見解果シテ正シキヤ否ヤ余ハ次ノ如キ實驗

ヲ行ヒタリ.

第2目 實驗方法

前記内臟神經切斷ノ項目ニテ記載セルト同樣ナ

ル方法ニテ開腹ヲ行ヒ,迷 走神經前枝及ビ後枝ヲ

食道ノ下部ニテ横隔腹直上ニテ切斷ヲナシ,手 術

後翌日ヨリ一定食餌ニテ飼養シ,術 後5日 ニ糖負

荷ヲナシ時間的ニ血糖測定ヲ行ヒ,手 術前豫メ決

定セル血糖曲線 ト比較研究セリ.

迷 走神 經切 斷 方法.「 モ ル フィ ン」「ス コボ ラ

ミン」注 射 ニ テ麻 醉 ヲナ シ固 定 シ,胸 腹 部 ノ嚴 重

ナ ル消毒 ヲ行 ヒ,剣 状 突起 直下 ヨ リ正 中線 ニ沿 ヒ

長サ12, 3cmノ 切開ヲ加ヘ開腹ヲナシ,ゴ ツセ氏

開腹器ヲ腹腔ニカケ出來得ル限リ開腹器ヲ擴大ス

ル時ハ,横隔膜食道裂孔部ハ下方ニ移動シ來ル.助

手ヲシテ胃ヲ後下方ニ牽引セシムル時ハ,食 道前

面ヲ走ル前枝ハ透見シ得ルヲ以テ,食 道下部ニテ

漿膜ニ切開ヲ加ヘ,止 血鉗子ニテ挾ミ徐々ニ牽引

切斷ヲ行ヒタリ.後 枝切斷ハ左中指竝ニ拇指ニテ

食道下部ヲ把持シ左示指ニテ食道後面ヲ觸ルル時

ハ,後 枝ハ索状ニ觸ル.茲 ニ於テ横隔膜ニ小切開

ヲ加ヘ止血鉗子ニテ後枝ヲ挾 ミ牽引切斷ヲ行ヒタ

リ.實 驗後檢スルニ迷走神經前枝或ハ後枝ハ各例

總テ横隔膜上約3cmノ 處 ニテ切斷シ居ルヲ認メ

タリ.

第3目 實驗成績

A. 前枝切斷試驗

第7表

第1例 手術後糖負荷セル時ハ手術前ニ比

シ60分 迄 ハ過血糖低下 ヲ抑制スル ヲ認 ム.

手術前90分 ニ來ル寡血糖 ハ手術後ニテハ120

分 ニ來 リ,120分 以後 ニテハ兩者 ニ差異 ヲ認
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メ ズ.

第2例 糖 注入後10分,20分,30分 ニテ

ハ手術前後ニ於テ過血糖低下ニ差異 ヲ認 メザ

ル モ,45分,60分 ニ於テ手術後ハ過血糖低下

抑制スルヲ認 ム.手 術前90分 ニ來ル寡血糖

ハ手術後 ハ120分 ニテ發現ス.

第3例 手術後5日 ニテハ糖注入後90分'

手術後7日 ニテハ120分 ニ至 ル迄手術前 ニ比

シ明カニ過血糖低下ヲ抑制スルヲ認ム.手 術

前60分 ニ來ル寡血糖 ハ手術後5日 ニテハ120

分 ニ,手 術後7日 ニテハ150分 ニ之 ヲ認 ム.

第4例 手術後ハ糖注入後20分,30分,45

分ニ於テ手術前ニ比シ過血糖低下抑制スルヲ

認ム.

第5例 糖 注入後10分,20分,30分 ニ テハ

手術前後 ニ於 テ血糖量 ニ差異 ヲ認 メザルモ,

45分,60分 ニ テハ手術後 ハ手術前 ニ比 シ血糖

量低下抑制 ヲ認 ム.手 術前90分 ニ來ル寡血糖

ハ手術後ハ150分 ニ之 ヲ認 ム.

以上各例 ノ手術前後ニ於クル糖負荷前後ノ

血糖量ヲ平均 ス レバ次 ノ如 シ.
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B. 後 枝 切 斷 試 驗

第8表

第1例 手術後ニ於テハ糖注入後45分迄ハ

手術前ニ比シ過血糖ノ低下稍々緩徐ナルモ,

60分 後ニテハ兩者血糖量ニ差異ヲ認メズ.

第2例 糖注入後10分 ニテハ 手術前ノ血

糖量稍 々高キモ20分 乃 至90分 間 ニ於テハ手

術後ハ手術前 ニ比 シ明カニ過血糖 ノ低下抑制

ヲ認ム.寡 血糖 ハ手術前 ハ90分 ナ ルモ手術後

ハ120分 ニ出現 ス.

第3例 手術後ハ糖注入後20分 ヨリハ血

糖 ノ低下手術前ニ比シ緩徐ニシテ手術前45分

ニ出現スル寡血糖ハ手術後ニハ180分 ニシテ

來 リ而 シテ寡血糖ノ程度輕度ニシテ且持續時

間短シ.

第4例 手術後ハ糖注入後10分 乃至45分

間ハ明 カニ過血糖 ノ低下抑制ヲ來 スモ其 ノ後

ハ差異 ヲ認 メズ.

第5例 糖注入後10分 乃至60分 間ニテハ

手術後 ハ手術前 ニ比 シ著明ナル過血糖 ノ低下

抑制 スルヲ認 ムルモ90分 後 ニテハ 兩者 ノ血

糖量 ニ大差ナ シ.

上記各例ノ手術前後ニ於ケル糖負荷前後ノ

血糖量 ヲ平均 ス レバ次 ノ如 シ.
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第4目 本項 ノ概括

以上ノ實驗成績ヲ概括スレバ次ノ如 シ.

迷走神經前枝或ハ後枝1側 ヲ切斷ナシ切斷

後5日 乃至7日 ニ糖注入 ヲナス時ハ輕度ナ レ

ドモ過血糖 ノ低下抑制 スル ヲ認 ム.

第2項 1側 迷走神經切斷ノ葡萄糖

注入後ノ肝臟竝ニ筋肉糖原

質量ニボス影響

第1目 緒 言

余ハ前項ニテ迷走神經前枝或ハ後枝切斷ヲナス

時ハ,葡 萄糖注入後惹起スル過血糖ノ低下抑制ヲ

實驗セリ.然 ラバ迷走神經1側 切斷ハ糖注入ニ際

シ肝臟竝ニ筋肉糖原質ニ影響ヲ有スルヤ否ヤヲ檢

センガ爲次ノ實驗ヲ行ヒタリ.

第2目 實驗方法

迷走神經前枝或ハ後枝切斷ハ前項ニ記載セル ト

同樣ナル方法ニテ行ヒタリ.手 術後一定ノ食餌ニ

テ飼養シ,術 後6日 又ハ7日 ニ肝臟竝ニ筋肉小片

ノ切除ヲ行ヒ夫等材料ニ就キ糖原質 ノ測定ヲ行ヒ

タリ.

第3目 實驗成績
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A. 迷走神經前枝切斷試驗

第9表

葡萄糖注入前後 ノ糖原質含有率差 ハ肝臟平

均0.403%(増 加),筋 肉0.214%(減 少)ト ナ

ル.之 ヲ對照試驗 ノ糖原質量,肝 臟0.489%

(増 加),筋 肉0.207%(減 少)ニ 比 ス レバ,輕

度ナ レドモ肝臟糖原質量ハ減少 ヲ來 スルモ筋

肉糖原質量ハ大差ナ シ.
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B. 迷走神經後枝切斷試驗

第10表

糖注入前後 ノ糖 原 質 含 有率 差 ハ肝臟平均

0.396%(増 加),筋 肉 平均0.211%(減 少)ト ナ

ル.之 ヲ對照試驗 ノ肝臟竝ニ筋肉糖原ニ比 ス

レバ筋肉糖原 ハ大差無キモ肝臟糖原ハ減少ヲ

示ス.

第4目 本項ノ概括

以上實驗事實ヲ概括スレバ

迷走神經前枝或ハ後枝切斷後6日 又ハ7日

ニ葡萄糖ノ注入ヲナス時ハ肝臟糖原質量ハ對

照ニ比 シ減少ヲ來スルモ筋肉糖原質量ハ殆 ド

差異ヲ認メズ.
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第2章 總 括 及 ビ 考 按

1. 「ピロカル ピン」過血糖 ハ多數ノ學者

ニ ヨリ研究セラレ其ノ轉歸ニ 關 シテハ未 ダ決

定 ヲ見ザルモ,「 ピロカル ピン」注射ニ ヨリ

肝臟糖原質ノ糖化 ヲ來 シ肝臟糖原質 ノ減 少ヲ

ナスハ,Doyon氏,Kareff et Fenester氏,

Hornemann氏,木 下 氏及 ビ井上氏等 ノ實驗

研究ニヨリ明白ナル事實ナルガ如 シ.

余 ノ實驗 ニテ「ピロカル ピン」及 ビ葡萄糖 ノ

注入 ヲナス時ハ,葡 萄糖 ノ ミノ注入時ニ 比 シ

糖注入後60分 間 ニテハ過血糖ノ低下稍 々促進

スルモ時ニ 輕度ナル低下抑制 ヲ見ル事 アリ.

60分 以 後ニテハ血糖ニ 差異ヲ認メズ.「 ピロ

カル ピン」及 ビ葡萄 糖 注 入前 後 ノ糖原質 ノ

含有率差ハ,肝 臟平均0.410%(増 加)ニ テ,

對 照試驗(葡 萄糖 ノ ミ注入 セル糖原質含有率

差)ノ 肝臟平均0.316%(増 加)ニ 比 ス レバ明

カニ増量ヲ來 シ,筋 肉糖原質含有率差ハ平均

0.182%(減 少)ニ テ,之 ヲ對照試驗 ノ筋肉平

均0.189%(減 少)ニ 比 シ大差ナキ成績ニ 到達

セリ.

以上余 ノ實驗成績 ハ上記「ピロカル ピン」過

血 糖 ノ肝 臟ニ 於 ケル糖化 作 用 ヨリ考 フル時

ハ,一 見奇異ナル感ナキニ非 ザルモ,「 ピロカ

ルピン」 ノ副交感神經末梢刺戟作用ニ依 リ膵

臟内分泌機能旺盛 トナ リ,假 令前述 セル 「ピ

ロカル ピン」過血糖 ニ ヨリ肝臟糖原 ノ減量 ヲ

惹起スルモ,注 入糖 ノ多量 ヲ糖原 トナ シ肝臟

ニ抑留ナ シ得 タル結果ニ 因 スルモノナ リ ト推

察 ス.

2. 「ア トロピン」ガ正常血糖 ノ増加 ヲ來ス

轉歸ニ 就 テハ,Pitini氏 ハ肝臟 ノ糖原成生纎

維麻痺 ノ爲ナ リ トシ,Battez氏,Wertheimer

氏 ハ 中樞性作用ニ 歸 シ,Mc Guigan氏 ハ動

物 ヲ亢奮セシムル爲ナ リト稱 セ リ.「ア トロピ

ン」ハ 「ピロカル ビン」ニ對 シ拮抗的作用ヲ有

シ,血糖ニ 何等影響 ヲ及 ボサザル分量 ニテ「ピ

ロカル ピン」過血糖 ヲ抑制スル事 ハ,Morot,

Falta, Borstein u. Vogel,齋 藤,瀬 尾等 ノ

諸氏 ノ實 驗 ニヨリ明 カ トナ レリ.

余 ハ糖負荷ニ 際 シ硫酸 「ア トロピン」對kg

1.5mgニ テ前處置 スル時 ハ,過 血糖 ノ低下抑

制 ハ輕度ニシテ時ニ 寡血糖 ヲ示 ス事 アリ.糖

及 ビ「ア トロピン」注入前後 ノ糖原質含有率差

ハ,肝 臟平均0.322%(増 加),筋 肉平均0.390%

(減 少)ニ シテ,對 照試驗 ノ肝臟平均0.316%

(増 加),筋 肉平均0.189%(減 少)ニ 比 シ,肝

臟糖原ハ大差ナキモ,筋 肉糖原 ハ減少セル ヲ

認 ム.硫 酸「ア トロピン」對kg 3.0mg, 5.0mg

ニ テハ糖注入後 ノ過血糖 ノ低下著明ニ抑制 セ

ラレ,「 ア トロピン」及 ビ葡萄糖注入前後 ノ糖

原質含有率差ハ,肝 臟,硫 酸 「ア トロピン」

3.0mgニ テハ平均0.042%(増 加),硫 酸「ア

トロピン」5.0mgニ テハ平均0.280%(減 少),

筋 肉,硫 酸「ア トロピン」對kg 3.0mgニ テ ハ

平均0.490%(減 少),硫 酸「ア トロピン」對kg

5.0mgニ テ ハ平均0.596%(減 少)ト ナリ,對

照試驗 ノ肝臟竝ニ 筋肉糖原ニ 比 シ顯著 ナル減

少 ヲ來 セリ.

以上 ノ實驗成績ハ「ア トロピン」ノ副交感神

經末梢麻痺作用ニ依 リ,注 入糖ニ ヨル糖原 ノ

蓄積 ヲ減少セ シムル外,「 ア トロピン」過血糖

ノ中樞性作用,「 ア トロピン」注射後 ノ動物 ノ
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亢奮等 ニヨリ,肝 臟竝 ニ筋肉糖原 ノ糖化 ヲ惹

起 セシメタル結果 ニ他 ナラズ ト推察 ス.

3. 1918年De Corral氏 ハ犬 ニ テ迷 走 神

經 ノ肝臟枝 ヲ石炭酸ニテ破壊 セル後,迷 走神

經 ノ電氣刺戟 ヲ加 フル時ハ血糖降下スル事 ヲ

實驗 シ,星 氏 ハDe Corral氏 ニ傚 ヒ犬及 ビ兎

ニテ迷走神經 ノ電氣刺戟 ヲ行 ヒタルニ,膵 内

分泌ノ促進 ヲ認 メタ リ.然 ルニ

F.G. Banting and S. Gairns氏 等 ハ犬 ニ

テ膵臟 ニ至 ル總 テノ神經切斷後尚ホ糖 「トレ

ラ ンツ」ニ變化ナキ結果 ヨリ氏ハ「インシユ リ

ン」分泌 ハ必 ズ シモ神經 ノ作用 ヲ必要 トセズ

ト述ベ,F.M. Alleu氏 ハ犬及 ビ猫ニテ膵臟

ノ部分的剔出ヲナ シ,糖 尿 ヲ排出セザルモノ

ニ更 ニ膵臟 ニ至ル神經 ヲ切斷ナスモ,尚 ホ糖

新陳代謝 ニ異常無 キヲ報 ジ.一 色氏 ハ犬 ニテ

腹部迷走神經切斷後3日 乃至5日 ニ葡萄糖ノ

注入 ヲナ シタルニ,血 糖 ハ手術前 ニ比 シ差異

ナ キ成績 ニ到着 セ リ.最 近莊 司氏ハ迷走神經

ヲ心,肺 臟分岐部下胸内切斷後葡萄糖負荷試

驗 ニ據ル血糖 曲線 ハ,最 高血糖量 ノ上昇 ト低

下時間ノ延長ヲ見ルモ,次 第ニ切斷前血糖曲

線ニ近似 シ,第4週 以後 ニテハ糖代謝機能 ノ

恢復 ニ向フモノナ リ ト報告 セリ.

余ノ實驗ニテハ迷走神經前枝或ハ後枝1側

切斷後5日 ニ糖負荷 ヲナ シタルニ,切 斷後ハ

切斷前 ニ比 シ過血糖 ノ低下抑制 ヲ認 ム.而 シ

テ過血糖 ノ低下抑制作用ガ手術操作,麻 醉 ニ

基 クモノニ非ザルハ對 照試 驗 ニ據 リ明カナ

リ.糖原質含有率差ハ前枝 切斷ハ肝臟0.403%

(増 加),筋 肉0.214%(減 少),後 枝 切斷ハ肝臟

0.396%(増 加),筋 肉0.207%(減 少)ニ シテ,

對 照試驗 ノ肝臟0.489%(増 加),筋 肉0.207%

(減 少)ニ 比 シ,筋 肉 糖原 ハ差異無 キモ肝臟

糖原ハ減少 ヲ來 セリ.即 チF.M. Allen氏,

F.G. Banting and S. Gairns氏,一 色氏等

ノ實驗 ト全 ク異 ルヲ知ル.

以上余ノ實驗成績 ヨリ觀 レバ,葡 萄糖注入

ニ據 リ膵内分泌 ノ亢進 ヲ來 スモ,迷 走神經切

斷ニ依 リ對照試驗 ニ比 シ多少膵内分泌 ノ減少

ヲナ シ,注 入糖 ヲ糖原 トシテ肝臟ニ蓄積 セシ

ム機能減退 ニ因 スルモノナ リト推察 ス.

第3章 結 論

1) 「ピ ロカル ピン」注射 糖 注入後60

分 間 ハ過血糖 ノ低下稍 々促進 ヲ來 スモ,夫 レ

以後 ハ血糖量ニ差異無 シ.肝 臟糖原 ハ對照ニ

比 シ増量 ヲ來 スモ,筋 肉糖原 ハ對照 ニ比 シ量

的差異 ヲ認 メラレズ.

2) 「ア トロピ ン」注射 糖 注入後 ノ過血

糖 ノ低下緩漫 ナ リ.肝 臟竝ニ筋肉糖原ハ減 少

著明ナ リ.

3) 1側 迷走神經切斷 糖注入後ノ過血

糖 ノ低下稍々緩漫ナリ.肝 臟糖原ハ對照ニ比

シ減少ヲ來スモ,筋 肉糖原ハ對照ニ比 シ殆 ド

差違無シ.

擱筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ノ

勞 ヲ賜リシ恩師石山教授,御 懇切ナル御指導ヲ

辱 フセル恩師故泉教授ニ満腔ノ謝意ヲ捧グ.
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